
平安の昔から、
「昔の人」の懐かしい思い出を
呼びおこすとされた橘の花の香り。
その橘を最も好んだ「時の鳥（ホトトギス）」。

「CHRONOS 時の鳥」は、
ギリシア神話の「時の神」クロノスを頭上に戴き、

「時」の大空をはばたく鳥を
イメージしています。
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須
で
あ
る
。

　

一
方
、
男
性
の
精
子
造
精
は
毎
日
精
巣
内
で
行
わ
れ
る
。
造
精

機
能
は
体
温
よ
り
低
い
環
境
で
活
発
と
な
る
た
め
、
精
巣
温
度
を

３
４
℃
に
保
つ
こ
と
が
重
要
で
、
精
巣
が
皮
膚
に
密
着
し
な
い
ト

ラ
ン
ク
ス
型
下
着
の
着
用
や
、
時
に
は
陰
嚢
を
手
で
触
り
、
常
に

精
巣
の
大
き
さ
を
自
覚
し
、
精
巣
を
取
り
囲
む
精
索
静
脈
瘤
の
有

無
を
確
認
す
る
こ
と
、
射
精
習
慣
を
定
期
的
に
持
ち
、
死
ん
だ
精

子
に
よ
る
酸
化
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
、
精
子
造
成
機
能
を
良
好

に
保
つ
こ
と
に
役
立
つ
。
男
性
も
無
精
子
症
な
ど
の
造
精
機
能
障

害
で
悩
ま
な
い
た
め
に
妊
孕
性
（
妊
娠
さ
せ
る
力
）
維
持
に
は
、

上
記
のFertility A

w
areness

教
育
が
必
要
だ
。

　

さ
ら
に
現
在
、
晩
婚
や
晩
産
が
進
み
、
生
殖
期
年
齢
と
が
ん
発

生
年
齢
が
重
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
生
殖
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、

小
児
が
ん
も
含
め
、が
ん
治
療
前
に
精
子
、卵
子
、胚
（
受
精
卵
）、

卵
巣
組
織
を
凍
結
保
存
し
、
が
ん
治
療
後
に
移
植
し
妊
娠
・
出
産

を
可
能
と
す
る
「
が
ん
・
生
殖
医
療
」
も
発
展
し
、
そ
の
た
め
の

公
的
助
成
補
助
も
受
け
ら
れ
る
。
医
学
的
適
応
だ
け
で
な
く
、
将

来
の
出
産
に
備
え
て
若
い
う
ち
に
精
子
・
卵
子
を
凍
結
保
存
し
て

お
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
少
子
社
会
に
お
け
る
若
者
は
、
生

殖
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、
特
に
不
妊
を
意
識
す
る
（Fertility 

A
w

areness

）
を
自
身
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
、
自
身
の
意
思
で

Reproductive H
ealth

を
遵
守
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

よ
う
に
し
よ
う
。
整
順
な
月
経
周
期
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
し
て

の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
正
常
に
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
、
柔
軟
な
血
管

や
骨
密
度
を
上
昇
さ
せ
、
髪
や
皮
膚
を
若
々
し
く
保
つ
た
め
に
必

少子社会におけるリプロダクティブ・ヘルス（ Reproductive Health ）と
ファティリティ・アウェアネス（ Fertility Awareness ）教育

巻頭エッセイ

少
子
社
会
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス （ Reproductive Health 

）と

フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス（ Fertility Awareness 

）教
育

上
澤 
悦
子
　
本
学
看
護
学
部
看
護
学
科
教
授

 1）　

内
閣
府
：https://w

w
w

8.cao.go.jp/kourei/w
hitepaper/ 

w
 - 2012/zenbun/s1_1_1_02.htm

l

 2）　

B
aker T

G : A
 quantitative and cytological study of  

germ
 cells in hum

an ovaries.Proc R Soc Lond B B
iol  

Sci 1963  ;  158  :  417 - 433.

 3）　

上
澤
悦
子
：
日
本
人
女
性
の
Ａ
M
Ｈ
レ
ベ
ル
と
生
活
習
慣
、
母
娘

の
世
代
間
妊
孕
性
の
関
連
、
産
婦
人
科
の
実
際
、64

（9

）,  1197

～

1204 , 2015. 

　

わ
が
国
は
超
少
子
社
会
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
の
出
生
数
は

８
４
万
人
、
２
０
６
０
年
に
は
４
８
万
人
、
約
１
０
０
年
後
の

２
１
０
５
年
に
は
２
３
万
７
千
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
内
閣
府

デ
ー
タ
、
２
０
１
８
）。
よ
う
や
く
社
会
保
障
財
源
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
回
さ
れ
、
不
妊
も
病
気
と
み
な
さ
れ
、
保
険
制
度

が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
女
性
が
子
ど
も
を
産
む
、
産

ま
な
い
こ
と
を
誰
か
ら
も
強
制
さ
れ
ず
、
女
性
自
身
の
意
思
で

性
と
生
殖
を
決
定
で
き
るReproductive H

ealth

は
、
少
子
社

会
だ
か
ら
こ
そ
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
望
ん
だ
時
に

誰
も
が
産
め
る
よ
う
に
、
妊
娠
や
避
妊
、
不
妊
も
含
め
生
殖
に
関

す
る
知
識
を
得
る
こ
と
、
自
分
の
体
を
よ
く
知
り
、
常
に
不
妊

の
リ
ス
ク
を
意
識
で
き
る
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

（Fertility A
w

areness

）
教
育
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

　

女
性
は
、
妊
娠
成
立
の
た
め
に
月
経
を
含
む
性
周
期
が
あ
り
、

月
経
血
が
原
因
と
な
る
子
宮
内
膜
症
や
、
胎
児
を
産
み
出
す
産

道
（
膣
）
は
性
感
染
症
に
罹
患
し
や
す
い
。
胎
児
の
基
と
な
る
卵

巣
内
の
貯
蔵
前
胞
状
卵
胞
数
は
、
女
性
自
身
が
胎
児
期
に
は
約

７
０
０
万
個
あ
る
が
、
出
生
時
に
は
約
２
０
０
万
個
と
な
り
、
思

春
期
の
初
潮
開
始
時
に
は
約
３
０
万
個
に
減
少
し
、
毎
回
の
月
経

で
約
１
０
０
０
個
ず
つ
使
用
さ
れ
、
女
性
の
加
齢
と
と
も
に
減

少
し
、
最
終
的
に
１
０
０
０
個
程
度
と
な
っ
て
閉
経
す
る
。
こ
れ

ら
の
貯
蔵
前
胞
状
卵
胞
数
は
血
中
レ
ベ
ル
の
抗
ミ
ュ
ラ
ー
管
ホ
ル

2）

1）

モ
ン
（anti-M

ullerian horm
one  ;  A

M
H

）
値
を
測
定
し
て
予

想
す
る
こ
と
が
で
き
、
著
者
は
健
康
な
日
本
人
女
性
９
０
０
名
の

デ
ー
タ
か
ら
年
齢
別
の
Ａ
M
Ｈ
を
７
種
の
パ
タ
ー
ン
に
明
ら
か
に

し
た
（
図
参
照
）。
Ａ
M
Ｈ
値
は
卵
巣
内
の
貯
蔵
卵
数
を
予
測
し
、

５
０
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
の
実
線
太
線
が
平
均
値
で
、
す
べ
て
の
女

性
の
Ａ
M
Ｈ
値
は
年
齢
と
と
も
に
下
降
す
る
が
、
２
０
歳
代
で
も

１
～
２ ng/m

l

と
低
く
、
４
０
代
で
ほ
と
ん
ど
０
と
な
る
元
々

低
値
の
女
性
が
い
る
一
方
、
３
０
代
後
半
で
も
１
０ng/m

l

以
上
と

高
い
値
を
保
っ
て
い
る
女
性
も
い
る
。
数
は
少
な
く
て
も
卵
の
質

が
よ
け
れ
ば
妊
娠
可
能
な
た
め
、
自
身
の
Ａ
M
Ｈ
値
を
測
定
す
る

こ
と
で
将
来
の
妊
孕
性
（
妊
娠
で
き
る
卵
巣
予
備
能
力
）
を
予
想

し
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

特
に
子
宮
内
膜
症
、
卵
巣
疾
患
、
が
ん
治
療
に
よ
り
生
殖
細
胞

は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
た
め
、
女
性
の
卵
巣
内
の
限
ら
れ

た
卵
数
で
は
、
毎
月
繰
り
返
さ
れ
る
排
卵
や
月
経
が
リ
ス
ク
に
な

る
こ
と
、
強
度
の
月
経
痛
や
過
多
月
経
の
場
合
は
、
月
経
周
期
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
低
用
量
ピ
ル
服
用
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
な
対
処
方
法
と
な
る
。
さ
ら
に
、
性
感
染
症
で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
か
ら
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
の

た
め
に
１
０
代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
、
２
０
歳
か
ら
の
定
期
的
な

子
宮
頸
が
ん
検
診
も
必
須
で
あ
る
。
女
性
が
自
分
自
身
の
意
思
で

妊
孕
性
温
存
を
含
むReproductive H

ealth

を
実
現
し
て
い
く

3）

図　日本人女性の年齢推移とＡＭＨ
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アイデンティティ・ポリティクス
─フランス国籍・外国人・女性─

渡邊 和行
本学文学部歴史学科教授

婚
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
失
う
フ
ラ
ン
ス
人

女
性
の
方
が
多
く
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
は

国
籍
喪
失
女
性
数
が
毎
年
五
〇
〇
〇
人
上

回
っ
て
い
た
か
ら
だ
。そ
こ
で
、一
九
二
七
年

の
国
籍
法
に
よ
っ
て
結
婚
後
も
フ
ラ
ン
ス
人

女
性
は
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
保
持
で
き
る
こ
と

に
し
た
が
、
国
籍
に
お
い
て
も
男
性
に
対
す

る
平
等
と
独
立
を
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
獲

得
す
る
に
は
、
女
性
解
放
運
動
の
高
揚
を
見

た
一
九
七
三
年
の
改
正
（
父
系
優
先
が
改
め

ら
れ
、
両
親
の
一
方
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
は

フ
ラ
ン
ス
人
と
規
定
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、誰
を
国
民
と
し
、誰
を
外

国
人
と
す
る
の
か
、
国
籍
を
め
ぐ
る
包
摂
と

排
除
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
の
問
題
は
優
れ
て
今
日
的
な
問
題

で
あ
り
続
け
て
い
る
。

特
権
、
国
家
に
対
す
る
義
務
の
当
然
の
代
償

と
考
え
ら
れ
た
。革
命
期
に
も
投
票
所
に
行

く
こ
と
と
武
器
を
取
る
こ
と
、
選
挙
と
戦
争

が
重
視
さ
れ
た
。し
か
も
、
当
時
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
範
で
は
戦
争
は
男
性
の
領
域
に
属
し

て
い
た
の
で
市
民
は
成
人
男
性
と
さ
れ
、
必

然
的
に
女
性
と
外
国
人
は
市
民
権
か
ら
排
除

さ
れ
た
（
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
条

件
は
帰
化
）。と
は
い
え
、
す
べ
て
の
成
人
男

性
が
権
利
義
務
を
持
つ
市
民
に
な
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
以
下
の
条
件
に
よ
っ
て
能
動
市

民
と
受
動
市
民
に
区
分
さ
れ
た
。能
動
市
民

は
二
五
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
一
年
以
上

同
じ
所
に
住
み
、
三
日
分
の
賃
金
に
当
た
る

税
額
を
納
付
可
能
な
市
民
で
あ
り
、
成
人
男

性
の
六
割
ほ
ど
が
該
当
し
た
。革
命
当
初
は

能
動
市
民
の
み
が
権
利
義
務
を
持
つ
市
民
で

あ
っ
た
が
、
一
七
九
二
年
の
開
戦
後
に
こ
の

区
分
も
廃
止
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
公

紀
前
半
に
は
人
種
主
義
と
は
無
縁
で
あ
り
、

一
八
四
二
年
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の

国
籍
法
で
も
、
想
定
さ
れ
た
外
国
人
と
は
プ

ロ
イ
セ
ン
以
外
の
ド
イ
ツ
人
の
こ
と
で
あ
っ

た
。次
い
で
外
国
人
労
働
者
が
一
〇
〇
万
人

を
超
え
、
フ
ラ
ン
ス
が
移
民
国
家
に
な
っ
た

一
八
八
九
年
に
初
め
て
国
籍
法
が
制
定
さ
れ

生
地
主
義
が
復
活
し
た
。第
一
次
世
界
大
戦

期
の
人
口
減
少
に
よ
り
国
籍
は
人
口
政
策
の

道
具
と
化
し
て
帰
化
の
規
準
が
緩
和
さ
れ
た

が
、
ナ
チ
占
領
下
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
期
に
人

種
主
義
的
な
規
準
が
導
入
さ
れ
ユ
ダ
ヤ
人
の

迫
害
に
繋
が
っ
た
。以
上
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍

の
近
現
代
史
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
血
統
主

義
・
生
地
主
義
・
居
住
主
義
が
国
籍
を
決
定

づ
け
る
三
要
素
だ
。

　

そ
れ
で
は
国
際
結
婚
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

女
性
の
問
題
に
戻
ろ
う
。ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

に
よ
っ
て
国
籍
に
お
い
て
も
夫
に
妻
が
従
属

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
れ
ゆ
え
一
八
〇
三

年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
、
外
国
人
男
性
と

結
婚
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
は
夫
の
国
籍
を

取
得
す
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
失
い
、

フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
い
て
も
外
国
人
の
地
位

に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。し
か
し

第
一
次
大
戦
に
よ
る
人
口
減
少
が
こ
れ
を
是

正
さ
せ
る
に
至
る
。な
ぜ
な
ら
、フ
ラ
ン
ス
人

男
性
と
結
婚
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
す

る
外
国
人
女
性
よ
り
も
、
外
国
人
男
性
と
結

た
め
に
、
公
民
証
は
公

務
員
受
験
や
年
金
受
給

に
必
須
と
さ
れ
た
。つ

ま
り
国
民
の
国
家
へ
の

登
録
と
管
理
が
始
ま

り
、
こ
の
登
録
情
報
に

よ
っ
て
世
界
初
の
徴
兵

制
も
可
能
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
登
録
さ
れ
た

国
民
の
成
員
資
格
を
示
す
も
の
が
国
籍
で
あ

り
、国
籍
を
可
視
化
し
た
ツ
ー
ル
が
旅
券
だ
。

近
代
的
な
旅
券
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
誕
生

し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
制
度
は
国
民
と
外
国

人
の
境
界
を
鮮
明
に
し
た
は
ず
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
憲
法
に
よ
っ
て
市
民
＝
国
民

が
定
義
づ
け
ら
れ
る
と
自
動
的
に
外
国
人
が

定
ま
り
、外
国
人
は
国
民
共
同
体
の
外
、国
民

の
権
利
義
務
の
埒
外
に
存
在
す
る
こ
と
に
な

る
。但
し
一
七
九
二
年
八
月
、人
類
に
貢
献
し

た
外
国
人（
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
、

シ
ラ
ー
、コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
等
）に
フ
ラ
ン
ス

市
民
の
称
号
を
授
与
し
た
よ
う
に
、
一
律
に

外
国
人
を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
い
。市
民

権
を
付
与
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
ペ
イ
ン
と

プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
ク
ロ
ー
ツ
は
、
国
民
公
会

の
議
員
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

新
た
に
誕
生
し
た
市
民
＝
国
民
は
参
政
権

や
兵
役
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

政
治
的
諸
権
利
は
つ
ね
に
国
籍
保
持
者
の

共
圏
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
は
外
国
人
と
女

性
で
あ
っ
た
。女
性
の
排
除
に
は
当
時
の
家

父
長
的
な
家
族
観
が
大
き
く
与
あ
ず
か

っ
て
い
る
。

一
七
九
三
年
一
〇
月
、
国
民
公
会
は
女
性
の

ク
ラ
ブ
と
結
社
を
閉
鎖
し
て
女
性
は
政
治
活

動
に
参
加
す
べ
き
で
は
な
い
と
定
め
、
女
性

を
私
的
領
域
に
押
し
込
め
た
。こ
の
傾
向
は

女
性
の
法
的
無
能
力
を
明
記
し
た
ナ
ポ
レ
オ

ン
法
典
で
決
定
づ
け
ら
れ
、
女
性
が
選
挙
権

を
得
た
の
は
一
九
四
五
年
の
こ
と
だ
。

　

次
に
国
際
結
婚
を
し
た
女
性
の
国
籍
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。そ
の
前
に
フ
ラ
ン
ス

国
籍
の
近
現
代
史
を
見
て
お
く
。フ
ラ
ン
ス

革
命
期
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
が
初
め
て

明
確
に
さ
れ
た
が
、
一
九
世
紀
前
半
の
フ

ラ
ン
ス
に
は
国
籍naionalité

と
い
う
言

葉
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格qualité 

de Français

と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
。

一
八
〇
三
年
に
最
初
の
転
換
が
ナ
ポ
レ
オ

ン
法
典
に
刻
印
さ
れ
、
兵
員
の
増
員
を
望
む

ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
は
生
地
主
義
（
出
生
し
た

国
の
国
籍
を
付
与
す
る
方
式
）
を
主
張
し
た

が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

資
格
は
血
統
主
義

（
父
親
と
同
じ
国
籍

を
取
得
す
る
方
式
）

に
よ
っ
て
定
義
づ
け

ら
れ
た
。血
統
主
義

と
言
っ
て
も
一
九
世

　

国
籍
・
国
民
・
外
国
人
は
い
つ
誕
生
し
た

の
だ
ろ
う
か
。当
初
、国
民
の
中
に
女
性
は
含

ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
ら
の
問
い

を
フ
ラ
ン
ス
史
の
中
で
探
っ
て
み
よ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
身
分
を
臣
民
か
ら
国
民
へ

と
転
回
さ
せ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ

る
。一
七
八
九
年
六
月
に
全
国
三
部
会
が
国

民
議
会
と
改
称
し
、
八
月
の
人
権
宣
言
第
三

条
で
「
す
べ
て
主
権
の
根
源
は
本
質
的
に
国

民
の
う
ち
に
存
す
る
」
と
謳
わ
れ
た
。そ
の

国
民
を
定
義
し
た
の
が
九
一
年
憲
法
だ
。こ

う
し
て
誕
生
し
た
国
民
国
家
と
は
国
民
を

掌
握
す
る
国
家
で
あ
っ
た
。革
命
政
府
は
、

民
籍
簿état civil

や
公
民
証certifi cat de 

civism
e

を
制
度
化
し
て
国
民
に
市
町
村
役

場
へ
の
登
録
を
促
し
た
。登
録
を
奨
励
す
る

参
考
文
献

Ｐ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
、
宮
島
喬
他
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人

と
は
何
か
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年

Ｒ
・
ブ
ル
ー
ベ
イ
カ
ー
、
佐
藤
成
基
他
監
訳
『
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
国
籍
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
明

石
書
店
、
二
〇
〇
五
年

Ｇ
・
ノ
ワ
リ
エ
ル
、
大
中
一
彌
他
訳
『
フ
ラ
ン

ス
と
い
う
坩
堝
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五

年Ｊ
・
ト
ー
ピ
ー
、
藤
川
隆
男
監
訳
『
パ
ス
ポ
ー

ト
の
発
明
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年

渡
辺
和
行
『
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
フ
ラ
ン
ス
史
』

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

1789年のフランス人権宣言
（作者不詳、カルナヴァレ美術館所蔵）

パリのキャンズ＝ヴァン・セクションが
発行した公民証

革命期の旅券
（1798 年 7 月30日交付）
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徳
永
が
彫
っ
た
「
沢
山
の
金
銀
簪
」
の
入
っ

た
箱
を
頬
に
当
て
、「
無
垢
に
近
い
娘
の
声
」

で
「
含
み
笑
ひ
の
声
」
を
立
て
る
の
だ
っ
た
。

　

母
と
徳
永
の
間
に
は
小
魚
を
介
し
て
「
い

の
ち
の
呼
応
」
が
成
立
し
、
そ
れ
が
双
方
の

労
苦
多
く
幸
少
な
い
人
生
を
支
え
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。「
い
の
ち
の
呼
応
」
と
は
、
小

魚
を
食
べ
て
力
を
得
た
徳
永
が
、「
い
の
ち

を
籠
め
て
」
彫
っ
た
も
の
を
母
に
捧
げ
、
慰

め
ら
れ
た
母
は
店
の
生
業
を
通
し
て
徳
永
に

小
魚
を
提
供
す
る
、そ
の
よ
う
な
「
い
の
ち
」

の
連
鎖
で
あ
る
。
く
め
子
は
、
母
に
代
わ
っ

て
ど
じ
ょ
う
汁
を
徳
永
に
供
す
る
こ
と
、
ひ

い
て
は
「
い
の
ち
」
と
い
う
店
を
引
き
継
ぐ

こ
と
で
、
そ
の
連
鎖
に
参
入
す
る
。
く
め
子

が
「
宿
命
に
忍
従
し
よ
う
と
す
る
不
安
で
逞

し
い
勇
気
」
を
得
た
の
は
、
自
分
ひ
と
り
の

生
を
一
旦
抑
圧
し
忍
従
さ
せ
た
う
え
で
、
よ

り
大
き
な
「
い
の
ち
の
呼
応
」
に
応
え
、
連

鎖
を
繋
い
で
い
く
こ
と
を
、
自
身
の
宿
命
と

し
て
納
得
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
個
を
超
え
、
個
を
包
容
す
る
生
命
観
を
も

つ
か
の
子
作
品
は
、
現
代
の
読
者
に
対
し
て

も
新
た
な
地
平
を
拓
く
可
能
性
を
内
在
さ
せ

て
い
る
。

の
境
内
と
向
ひ
合
つ
て
」
も
い
る
。「
古
い

暖
簾
」
は
「
い
の
ち
」
と
白
く
染
め
出
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
店
の
娘
・
く
め
子
は
家
業
を

嫌
っ
て
い
た
。「
ど
ぜ
う
、
鯰な
ま
ず、
鼈
す
っ
ぽ
ん、
河ふ

ぐ豚
、

夏
は
さ
ら
し
鯨
」
と
い
う
よ
う
な
「
身
体
の

精
分
に
な
る
」
食
べ
物
を
扱
う
こ
と
を
、「
人

世
の
老ろ
う
も
う耄
者
、
精
力
の
消
費
者
の
食
餌
療
法

を
す
る
や
う
な
家
の
職
業
」
と
捉
え
て
い
た

の
で
あ
る
。だ
が
、「
店
の
代
々
の
慣
は
し
は
、

男
は
買
い
出
し
や
料
理
場
を
受
持
ち
、
嫁
か

娘
が
帳
場
を
守
る
こ
と
」
に
な
っ
て
い
て
、

「
自
分
は
一
人
娘
で
あ
る
以
上
、
い
づ
れ
は

平
凡
な
婿
を
取
つ
て
、
一
生
こ
の
餓
鬼
窟
の

女
番
人
に
な
ら
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
思
っ
て

い
た
。
そ
う
覚
悟
し
つ
つ
も
、「
忠
実
に
勤

め
て
来
た
母
親
の
、
家
職
の
た
め
に
」「
無

性
格
に
ま
で
晒
さ
れ
て
し
ま
つ
た
」
様
子
を

思
う
と
、
自
分
も
そ
う
な
る
の
か
と
「
身
慄

ひ
が
出
た
」。
く
め
子
が
「
家
出
同
様
に
し

て
、
職
業
婦
人
の
道
を
辿
つ
た
」
の
も
、
す

ん
な
り
家
の
手
伝
い
に
収
ま
る
こ
と
へ
の
反

発
に
因
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
母
の
病
を
機

に
家
に
戻
る
と
、「
多
少
諦
め
の
や
う
な
も

の
が
出
来
て
、
今
度
は
あ
ま
り
嫌
が
ら
な
い

で
帳
場
を
勤
め
出
し
た
」
の
だ
っ
た
。
こ
こ

に
「
職
業
婦
人
」
と
し
て
の
挫
折
を
読
む
説

も
あ
る
が
、
つ
ま
り
は
く
め
子
の
自
身
の
境

遇
へ
の
抗
い
は
、
家
出
と
会
社
勤
め
と
い
う

冒
険
で
あ
る
程
度
満
た
さ
れ
る
程
度
の
も
の

　
「
あ
る
夜
も
、
風
の
吹
く
晩
」、
老
人
は

や
っ
て
来
て
、
母
の
こ
と
を
く
め
子
に
打
ち

明
け
た
。
若
い
日
の
母
は
、
ど
じ
ょ
う
は
い

く
ら
で
も
上
げ
る
、
そ
の
代
り
に
「
一
心
う

ち
込
ん
で
こ
れ
ぞ
と
思
つ
た
品
が
出
来
た
ら

…
…
わ
た
し
に
お
呉
れ
」
と
言
っ
た
。
徳
永

は
「
せ
め
て
、
い
の
ち
の
息
吹
き
を
」、「
だ

ん
だ
ん
化
石
し
て
行
く
お
か
み
さ
ん
に
差
入

れ
た
い
」
と
思
っ
た
。
店
を
守
り
続
け
た
母

と
、
そ
の
母
を
支
え
続
け
た
徳
永
の
長
い
歳

月
に
触
れ
、く
め
子
は
心
打
た
れ
た
。「
今
夜
、

一
夜
は
」「
あ
の
小
魚
の
い
の
ち
を
」
自
分

の「
骨
の
髄
に
嚙
み
込
ん
で
行
き
伸
び
た
い
」

と
言
わ
れ
、く
め
子
は
「
わ
れ
と
し
も
な
く
」

料
理
場
へ
向
か
っ
た
。
仕
込
み
に
生
酒
に
漬

け
て
あ
る
ど
じ
ょ
う
を
、
く
め
子
は
鍋
に
移

し
た
。「
握
つ
た
指
の
中
で
小
魚
は
た
ま
さ

か
蠢う
ご

め
く
」
と
、「
そ
の
顫せ
ん
ど
う動
が
電
波
の
や

う
に
心
に
伝
は
つ
て
刹
那
に
不
思
議
な
意
味

が
仄ほ
の

か
に
囁
か
れ
る
―
―
い
の
ち
の
呼
応
」。

　

不
治
の
病
を
宣
告
さ
れ
て
「
却
つ
て
…
…

機
嫌
よ
く
な
つ
た
」
母
は
、「
生
涯
に
珍
ら

し
く
親
身
な
調
子
で
」
く
め
子
に
語
っ
た
。

こ
の
家
の
女
た
ち
は
「
代
々
亭
主
に
放
蕩
さ

れ
る
」
の
だ
が
、「
そ
こ
を
ぢ
つ
と
辛
抱
し

て
お
帳
場
に
齧
り
つ
い
て
ゐ
る
と
」、「
誰
か
、

い
の
ち
を
籠
め
て
慰
め
て
呉
れ
る
も
の
が
出

来
る
」、同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
決

し
て
落
胆
お
し
で
な
い
よ
」
と
。
そ
し
て
、

て
は
男
性
優
位
社
会
の
存
続
に
対
し
て
、
反

発
や
反
抗
の
情
動
を
覚
え
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
思
想
的
に
育
ん
だ
り
、
ま
し
て

や
行
動
に
移
し
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
日
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
は
、
体
制
に

従
属
的
な
旧
態
依
然
の
女
た
ち
と
見
え
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
批
判
は
さ
て
お
き
、

小
稿
で
は
「
家
霊
」
を
と
り
上
げ
、
彼
女
ら

が
「
い
の
ち
一
ぱ
い
」
生
き
て
い
る
様
相
を
、

か
の
子
と
と
も
に
「
眺
め
」
鑑
賞
し
て
み
た

い
。

　
「
家
霊
」（
昭
和
一
四
年
一
月
）
冒
頭
部
は

同
語
反
復
の
足
踏
み
す
る
よ
う
な
行
文
で
語

り
出
さ
れ
て
い
る
。「
山
の
手
の
高
台
で
電

車
の
交
叉
点
に
な
つ
て
ゐ
る
十
字
路
」
の
、

「
十
字
路
の
間
か
ら
」
分
か
れ
出
た
「
坂
道

が
あ
」
り
、「
坂
道
の
途
中
に
」「
名
物
の
ど

ぜ
う
店
が
あ
る
」。
呪
文
の
よ
う
な
こ
の
文

章
に
導
か
れ
た
「
ど
ぜ
う
店
」
は
「
八
幡
宮

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
逆
か
ら
見
る

な
ら
、「
店
の
代
々
の
慣
は
し
」
は
、
徹
底

的
な
反
抗
の
道
を
く
め
子
に
想
到
せ
し
め
ぬ

ほ
ど
に
、
強
い
呪
縛
力
を
も
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
比
喩
的
に
表
現
す
る
な
ら
、
く
め
子

の
「
い
の
ち
」
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
と

言
え
る
。そ
の
状
態
か
ら
、「
い
の
ち
の
呼
応
」

に
自
ら
も
感
応
す
る
体
験
を
通
し
て
、
個
に

止
ま
ら
な
い
「
い
の
ち
」
の
あ
り
方
・
生
か

し
方
に
く
め
子
が
気
づ
い
て
行
く
の
が
、「
家

霊
」
一
編
の
主
意
で
あ
る
。

　

く
め
子
に
そ
れ
を
気
づ
か
せ
た
の
が
、
店

の
客
・
彫
金
職
人
の
徳
永
老
人
で
あ
っ
た
。

「
押
し
迫
つ
た
暮
れ
近
い
日
」、
店
に
来
た
老

人
は
、「
世
間
の
不
況
」、「
彫
金
の
需
要
さ

れ
な
い
こ
と
」
か
ら
「
勘
定
も
払
へ
な
か
つ

た
言
訳
」
を
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
「
吃き
つ
き
つ々

と
」

述
べ
る
。
そ
れ
が
「
自
分
の
仕
事
の
性
質
の

稀
希
性
」
に
話
が
及
ぶ
と
、
老
人
は
「
急
に

傲ご
う
ぜ
ん然

と
し
て
熱
を
帯
び
て
来
る
」。「
精
神
の

要
る
も
の

で
、
毎
日

ど
ぜ
う
で

も
食
は
に

や
全
く
続

く
こ
と
で

は
な
い
」

と
言
う
の

だ
っ
た
。

　

櫻
ば
な
い
の
ち
一
ぱ
い
に
咲
く
か
ら
に

　
　
　
　
　

生
命
を
か
け
て
わ
が
眺
め
た
り

（『
浴
身
』
大
正
一
四
年
五
月
刊
）

　

岡
本
か
の
子
が
桜
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ

る
。「
い
の
ち
一
ぱ
い
に
」
咲
く
「
櫻
ば
な
」

と
「
生
命
を
か
け
て
」「
眺
め
」
る
我
、
命

が
け
の
懸
命
さ
に
お
い
て
両
者
は
等
質
で
あ

り
、
通
じ
合
っ
て
い
る
。
こ
の
一
首
は
、
か

の
子
作
品
の
作
中
人
物
と
作
者
の
関
係
を
表

象
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。「
い
の
ち
一
ぱ

い
に
」
生
き
る
女
性
た
ち
を
、か
の
子
は
「
生

命
を
か
け
て
」
造
形
す
る
の
で
あ
る
。
仏
教

研
究
家
と
し
て
、
歌
詠
み
と
し
て
ま
ず
名
を

馳
せ
た
か
の
子
が
、
小
説
に
手
を
染
め
た
の

は
四
〇
代
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
か

の
子
の
生
は
そ
の
後
五
、六
年
し
か
な
か
っ

た
。
そ
の
短
い
作
家
生
活
の
な
か
で
、
か
の

子
は
幾
多
の
優
れ
た
短
編
小
説
を
著
し
た
。

作
中
の
女
性
人
物
た
ち
は
、
家
父
長
制
ひ
い

（
引
用
は
『
岡
本
か
の
子
全
集　

第
４
巻
』
復
刻

版
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
刊
に

よ
る
。
た
だ
し
、
旧
漢
字
は
引
用
者
が
新
字
に

改
め
た
。）

岡本かの子　昭和 9 年ころ
出典：『新潮日本文学アルバム 岡本かの子』新潮社、1994年

辻
本 

千
鶴
　
本
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N
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S

郷土料理の
継承と
ジェンダー

歴史遺産とジェンダー

1

中久保 辰夫
本学文学部歴史遺産学科准教授

（M
urdock1936

）。 

こ
の
こ
と
は
、「
お
ふ

く
ろ
の
味
」
が
現
代
特
有
の
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
当
否
も
含
め
、
通
時
代
的
に
食
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
係
を
追
求
す
る
こ
と

は
、
継
承
に
困
難
さ
を
抱
え
る
現
代
日
本
の

郷
土
料
理
を
将
来
に
つ
な
ぐ
糸
口
に
も
な
る

だ
ろ
う
。

　

郷
土
料
理
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
解
放

す
る
、    

さ
さ
や
か
な
方
策
は
、
男
女
問
わ
ず

に
作
っ
て
み
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い
、
妻
の

多
大
な
る
援
助
を
受
け
て
、
試
し
に
酒
の
粕

汁
を
つ
く
っ
て
み
た
。 

こ
の
味
に
つ
い
て

は
、    

読
者
の
想
像
に
お
ま
か
せ
し
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、郷
土
料
理
そ
の
も
の
は
、

存
外
、
史
料
と
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。 

例

え
ば
、    

正
月
の
雑
煮
、
婚
礼
の
祝
い
膳
、    

神

社
で
の
祭
礼
等
に
伴
う
行
事
食
と
い
っ
た
い

わ
ゆ
る 

「
ハ
レ
」 

の
日
の
食
は
、
民
俗
学
を

は
じ
め
と
し
て
資
料
化
が
な
さ
れ
る
。 

一

方
で
、
日
々
の
食
卓
に
な
ら
ぶ
料
理
の
数
々

は
、    

自
治
体
史
な
ど
で
も
、
記
さ
れ
な
い
こ

と
が
多
い
。 

日
頃
の
食
を
わ
ざ
わ
ざ
記
録

保
存
す
る
人
も
少
な
い
。 

家
庭
の
個
性
が

強
く
、
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
る
だ
ろ

う
。 

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
日
常
的
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
そ
の
地
域
独
特
の
も
の
で
あ
る
と

気
づ
か
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。 

冒
頭
に
紹

介
し
た
粕
汁
も
、
筆
者
は
少
な
く
と
も
関
西

で
は
食
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い

た
。

　

そ
し
て
、
極
端
な
過
疎
化
と
少
子
高
齢

化
が
進
み
、    

外
食
産
業
が
浸
透
し
た
現

代
、    「
ハ
レ
」 

の
日
に
ム
ラ
の
女
性
が
共
同

で
炊
事
を
行
う
行
事
食
も
減
少
し
、
そ
の

伝
承
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
（
中
嶋
・
北

野
・
福
山 

・ 

中
嶋 

・ 

松
添
二
〇
一
四
）。 

山

村
に
育
っ
た
筆
者
の
眼
に
は
、
村
祭
り
や
葬

式
の
日
に
隣
保
の
女
性
が
集
ま
り
、
炊
事
場

で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
料
理
の
コ
ツ

を
教
え
あ
う
と
い
う
場
面
が
焼
き
付
い
て

い
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
、
遠
い
日
の
光
景
と

氏
は
雑
誌
『
主
婦
の
友
』
を
分
析
し
、    「
お
ふ

く
ろ
の
味
」
が
賞
揚
さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇

年
代
半
ば
以
降
で
あ
り
、
七
〇
年
代
に
か
け

て
地
方
か
ら
中
央 

（
と
り
わ
け
東
京
）
に

移
住
し
、
成
功
し
た
人
物
が
、
な
つ
か
し
い

味
と
し
て
郷
土
の
食
を
語
り
、
郷
愁
と
と

も
に
美
化
が
な
さ
れ
る
と
述
べ
る
（
村
瀬

二
〇
二
〇
）。 

こ
こ
で
「
伝
統
性
」
に
加
え
て

「
継
続
性
」が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
克

明
に
論
じ
て
い
る
。 

こ
う
し
て
、
主
婦
は
家

庭
の
味
を
引
き
継
ぎ
、
守
る
と
い
っ
た
役
割

が
求
め
ら
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
が
明
確
に

な
っ
て
い
っ
た
。 

と
も
す
れ
ば「
郷
土
料
理
」

と 

「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
は
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
が
、
そ
れ
は

現
代
日
本
に
お
い
て
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
主
張

と
い
え
よ
う
。

　

郷
土
料
理
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
の
関
係
を
現
代
社
会
学
の

射
程
を
超
え
て
、   

歴
史
的
な

変
遷
を
た
ど
る
こ
と
は
歴
史

学
や
人
類
学
の
役
割
と
な
ろ

う
。 

近
代
化
以
前
に
お
け
る

世
界
各
地
の
二
二
四
の
種
族
の

民
族
誌
を
も
と
に
、
性
別
分
業

を
調
べ
た
マ
ー
ド
ッ
ク
に
よ
る

と
、
調
理
は
九
割
近
く
が
女
性

優
位
の
労
働
と
な
っ
て
い
る

な
無
形
の
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
の
登

録
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。 

さ
か
の
ぼ
る
こ

と
、   

二
〇
一
三
年
、U

N
ESCO

無
形
文
化

遺
産
に
「
和
食. , 
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
が
登
録
さ
れ
、    

現
在
、
農
林
水
産
省
は

「
う
ち
の
郷
土
料
理
～
次
世
代
に
伝
え
た
い

大
切
な
味
～
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。 

い
ま
や
、   

暮
ら
し
や
風
土
と
密
接

に
関
わ
る
郷
土
の
食
は
、
か
け
が
え
の
な
い

文
化
遺
産
と
な
っ
た
。 

富
山
県
砺
波
市
で

は
、  

砺
波
正
倉
と
し
て
郷
土
料
理
の
品
々
と

そ
れ
を
つ
く
る
女
性
た
ち
を
彩
り
豊
か
な
写

真
と
と
も
に
記
録
し
て
い
る
（
砺
波
市
教
育

委
員
会
二
〇
一
一
）。 

こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
こ
れ
か
ら
各
自
治
体
や
博
物
館
・
資
料

館
で
さ
ら
に
推
進
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

人
類
学
や
考
古
学
で
は
、   「
あ
な
た
は
あ

な
た
の
食
べ
た
も
の
」 

と
言
わ
れ
る
ほ
ど

（
吉
田
二
〇
一
〇
）、
食
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。 

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
土
器
な
ど
に
付

着
し
た
ス
ス
や
コ
ゲ
、
あ
る
い
は
出
土
人
骨

に
含
ま
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
採
取
し
て
試

料
と
し
、
炭
素
と
窒
素
の
同
位
体
比
を
測
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
う
い
っ
た
食
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
解
明
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
こ
の
背
景
に
あ

る
。

な
っ
た
。 

情
報
共
有
の
場
の
喪
失
は
、    「
ハ

レ
」 

の
日
の
食
で
さ
え
も
過
去
の
も
の
と
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
危
機
感
が
郷
土
料
理
の
保
護
意

識
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
思
考
の
足
を
と
め
て
、
こ
の
文
章

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

そ
こ
で
気
づ
く
こ

と
は
郷
土
料
理
の
つ
く
り
手
が
女
性
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

粕
汁
を
つ
く
っ
て
い

た
の
は
祖
母
で
あ
る
し
、
饗
応
の
準
備
を
し

て
い
た
の
は
ム
ラ
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。 

砺

波
正
倉
の
写
真
に
も
女
性
の
姿
が
多
い
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、    

近
年
、
村
瀬
敬
子

　

子
ど
も
の
頃
、
祖
母
が
早
起
き
を
し
て
つ

く
っ
て
く
れ
た
、
酒
の
粕
汁
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。 

短
冊
状
に
切
っ
た
大
根
と
人
参
、
鮭
の

切
身
、
薄
く
切
っ
た
豚
肉
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
が

具
材
で
、    

ほ
の
か
に
酒
の
香
り
が
す
る
。 

冬

の
朝
、    

粕
汁
を
飲
め
ば
、
小
学
校
へ
の
登
校

中
で
も
寒
さ
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。    

祖

父
は
、
粕
汁
に
皮
く
じ
ら
が
は
い
っ
て
い
る

こ
と
を
好
ん
だ
。 

そ
れ
は
播
州
特
有
で
あ
る

と
い
う
。 

酒
米
・
山
田
錦
の
産
地
に
育
っ
た

筆
者
に
と
っ
て
、    

粕
汁
は
忘
れ
が
た
い
、    

ふ

る
さ
と
の
味
の
一
つ
だ
。 

そ
こ
に
は
、    

灘
の

酒
造
り
を
担
っ
た
郷
土
の
歴
史
が
溶
け
込
ん

で
い
る
。

　

二
〇
二
一
年
、
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ

れ
、
食
文
化
等
の
生
活
文
化
を
含
め
た
多
様

参
考
文
献

砺
波
市
教
育
委
員
会
『
砺
波
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ッ
ク　

郷
土
料
理
編
』、
二
〇
一
一
年

中
嶋
名
菜
・
北
野
直
子
・
福
山
豊
・
中
嶋
康
博
・

松
添
直
隆
「
阿
蘇
地
域
に
お
け
る
行
事
食
・
郷

土
料
理
の
年
齢
別
喫
食
状
況
の
把
握
」『
日
本
調

理
科
学
会
誌
』V

ol. 47, N
o. 5

、
二
〇
一
四
年

村
瀬
敬
子
「
郷
土
料
理
／
郷
土
食
の
「
伝
統
」

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

―
雑
誌
『
主
婦
の
友
』
を
中

心
と
し
て
―
」
社
会
学
評
論
第
71
巻
第
２
号
、

二
〇
二
〇
年

吉
田
邦
夫「
食
べ
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
」『
考

古
学
の
挑
戦　

地
中
に
問
い
か
け
る
歴
史
学
』

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書657

、
阿
部
芳
郎
編
、
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
年

M
urdock, G. P., Com

parative data on the 
division of labor by sex, Social Forces, 15, 
1937.

播州郷土料理　酒の粕汁



松
浦
　
京
子

本
学
文
学
部
歴
史
学
科
教
授

46
●
連
載
●
イ
ギ
リ
ス
女
性
生
活
誌

一九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の 

レ
ジ
ェン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
た
ち 

７

デ
ッ
ト=

ク
ー
ツ（
女
男
爵
）、ベ
ア
ト
リ
ス
・

ウ
ェ
ッ
ブ
、
メ
ア
リ
・
Ｆ
・
バ
ス
と
い
っ
た
、

中
流
階
級
女
性
の
活
躍
す
る
慈
善
・
福
祉
活

動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
女
子
教
育
の
分
野
で

著
名
な
女
性
た
ち
に
言
及
し
て
き
た
。ま
た
、

宗
教
的
動
機
に
も
と
づ
く
レ
デ
ィ
・
ヴ
ィ
ジ

タ
ー
の
代
表
例
と
し
て
ジ
ュ
リ
ア
・
Ｂ
・
ワ

イ
ト
マ
ン
を
、
科
学
書
の
執
筆
者
と
し
て
名

高
か
っ
た
メ
ア
リ
・
サ
マ
ヴ
ィ
ル
を
女
性
の

向
学
心
の
例
と
し
て
、
そ
し
て
、
初
の
女
性

医
師
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
と
彼
女
の
盟
友
で
あ
っ
た
女
子
教
育
改

革
の
推
進
者
エ
ミ
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
を
個

別
に
採
り
上
げ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ

に
彼
女
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
い

て
、こ
の
連
載
に
お
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー

マ
ン
の
定
義
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

そ
の
一
方
で
、
労
働
者
階
級
の
女
性
の
労

働
や
生
活
実
態
を
扱
っ
た
初
期
の
一
五
回
で

は
特
に
個
人
名
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
、
と

た
女
性
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
彼
女
の
生
育

環
境
は
、
父
の
度
重
な
る
失
業
と
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
、
苦
汗
労
働
に
従
事
す
る
母
親
な
ど

と
い
っ
た
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階

級
家
庭
が
直
面
し
た
問
題
の
宝
庫
で
も
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
か
ら
彼
女
が
労

働
者
運
動
を
通
じ
て
社
会
的
地
位
を
獲
得
し

て
い
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
イ
ギ

リ
ス
社
会
の
変
容
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
の
教

育
の
価
値
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
彼
女

は
そ
の
意
味
で
も
、
ま
さ
に
労
働
者
階
級
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

彼
女
の
こ
う
し
た
人
生
を
詳
述
で
き
た
の

は
、
彼
女
の
後
半
生
が
自
叙
伝
の
出
版
を
可

能
に
す
る
ほ
ど
に
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
も

の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

意
味
で
希
少
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

新
聞
雑
誌
の
記
事
や
公
的
記
録
、
そ
し
て
自

叙
伝
が
存
在
す
る
労
働
者
階
級
の
女
性
は
ほ

　

前
回
ま
で
の
「
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
た
ち
」
と
題
し
た
六

回
に
お
い
て
、
最
近
の
研
究
関
心
に
基
づ
い

て
、
近
代
看
護
の
パ
イ
オ
ニ
ア
や
巡
回
訪
問

看
護
の
専
門
職
（
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
ナ
ー
ス
や

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ナ
ー
ス
）
の
女
性
五
人

を
取
り
上
げ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
一

般
的
に
言
っ
て
、
著
名
で
歴
史
の
教
科
書
に

載
る
ほ
ど
の
存
在
は
F
・
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー

ル
だ
け
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
連
載
で
語
ら
れ
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー
マ

ン
と
は
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
上
の
偉
人
や
英
雄

で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

歴
史
を
振
り
返
っ
た
時
に
言
及
さ
れ
る
べ
き

活
躍
や
逸
話
を
残
し
た
女
性
た
ち
な
の
で
あ

る
。
同
時
に
、
そ
の
事
例
は
、
た
だ
傑
出
し

て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
語
る

こ
と
で
、
知
ら
れ
て
は
い
な
い
（
い
わ
ば

invisible

で
あ
る
）
け
れ
ど
も
、
た
し
か
に

存
在
し
た
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
続
い
た
多
く
の

女
性
た
ち
を
象
徴
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

い
う
か
で
き
な
か
っ
た
。
労
働
者
階
級
女
性

の
場
合
、
一
九
世
紀
で
は
ま
だ
ま
だ
中
流
階

級
女
性
に
比
べ
て
個
々
人
に
関
わ
る
情
報
量

が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
調
査
報
告

書
や
活
動
記
録
な
ど
か
ら
集
団
と
し
て
の
姿

を
抽
出
す
る
こ
と
が
女
性
史
研
究
の
課
題
で

あ
り
手
法
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
フ
ォ

リ
ー
は
や
は
り
例
外
的
事
例
と
な
る
が
、
こ

の
よ
う
に
言
及
で
き
る
個
人
名
の
多
寡
の
差

は
、
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
女
性
史
、
い
や
近
現

代
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
前
提

を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
階
級
制
の
存

在
で
あ
る
。
実
は
、
筆
者
は
一
九
八
〇
年
代

初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
を
通
し
て
、
当

然
の
よ
う
に
存
在
す
る
階
級
制
を
目
の
当
た

り
に
し
、
生
活
文
化
の
峻
別
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。
現
代
イ
ギ
リ
ス
に
も
残
存
す
る
階
級

制
。
そ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
歴
史
学
研
究
に

お
い
て
対
象
と
す
る
階
級
に
応
じ
て
、
研
究

手
法
や
視
座
の
転
換
を
必
要
と
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
連
載
に
お
い
て
、
レ
ジ
ェ

ン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
を
語
ろ
う
と
し
て
、
改
め

て
そ
の
相
違
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
上
記
し
た
当
連
載
に
お
け
る
レ

ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
の
定
義
に
当
て
は
ま

る
労
働
者
階
級
女
性
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

活
動
領
域
に
お
い
て
確
実
に
存
在
し
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
を
い
か
に
発
掘
し
て
い
く
か

が
、
労
働
者
階
級
女
性
史
研
究
の
課
題
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

か
に
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
や

は
り
圧
倒
的
に
少
な
い
。
三
一
回
の
「
労

働
者
が
自
叙
伝
を
書
く
と
き
」
で
紹
介
し
た

よ
う
に
一
七
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
時
期
を
対
象
と
し
た
自
叙
伝

お
よ
び
自
伝
的
要
素
を
含
む
著
作
一
〇
〇
〇

本
の
う
ち
女
性
の
も
の
は
七
〇
ほ
ど
し
か
な

く
、
ま
た
短
い
物
が
多
く
、
そ
こ
か
ら
著
作

者
の
人
生
を
再
現
す
る
の
は
な
か
な
か
に
難

し
い
。記
事
、記
録
は
も
っ
と
断
片
的
に
な
っ

て
し
ま
う
。
と
い
う
わ
け
で
、現
時
点
で
は
、

労
働
者
階
級
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ウ
ー
マ
ン
と

い
う
べ
き
存
在
は
ア
リ
ス
・
フ
ォ
リ
ー
し
か

紹
介
で
き
て
い
な
い
。

　

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
の
な
か
か
ら

女
性
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
、
ア
ッ
ト
・
ラ
ン

ダ
ム
に
書
き
綴
っ
て
き
て
、
今
号
で
四
六
回

目
と
な
る
連
載
で
あ

る
が
、
登
場
し
た
女

性
名
は
三
〇
名
ほ
ど

で
、
そ
の
う
ち
フ
ォ

リ
ー
な
ど
の
六
名
を

除
け
ば
、
す
べ
て
中

流
階
級
以
上
の
女
性

で
あ
る
。
ハ
ナ
・
モ

ア
、
ル
イ
ザ
・
ト
ワ

イ
ニ
ン
グ
、
ラ
ン

ヤ
ー
ド
夫
人
、
オ
ク

タ
ヴ
ィ
ア
・
ヒ
ル
、

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ー

の
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
時
代

の
動
き
を
彼
女
た
ち
を
通
し
て
物
語
る
こ
と

が
で
き
る
存
在
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
女
性
に
つ
い
て
、
本
連
載
で
は

過
去
に
幾
人
か
紹
介
し
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
公
教
育
、
成
人
教
育
の
労
働
者
階
級
女

性
に
と
っ
て
の
意
味
（
影
響
）
を
扱
っ
た
と

こ
ろ
で
三
四
、三
六
、三
七
回
と
複
数
回
に

わ
た
っ
て
言
及
し
、
ま
た
詳
述
し
た
ア
リ

ス
・
フ
ォ
リ
ー
で
あ
る
。
彼
女
は
綿
織
物
工

場
の
少
女
工
と
し
て
働
き
始
め
、
労
働
組
合

活
動
な
ら
び
に
成
人
教
育
運
動
な
ど
を
通
じ

て
成
長
し
、
労
組
執
行
部
の
書
記
や
労
働
評

議
会
の
議
長
を
務
め
あ
げ
、
叙
勲
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
た
。
連
載
の
な
か
で
「
大
し
た
こ

と
」
を
成
し
遂
げ
た
と
書
く
ほ
ど
に
傑
出
し

C
H
R
O
N
O
S

1900 年ころ、ロンドン北東部ハックニー（労働者階級居住区） 
の乳児を抱えた母親と巡回訪問中のディストリクト・ナース
出典：Jane Lewis(ed.), Labour and Love : Women’s Experience 

of Home and Family,1850-1940, London,1986,p98.
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華
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C
H
R
O
N
O
S

学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
一
九
三
七
年
の
帝
国

芸
術
院
創
設
に
あ
た
り
幸
田
延
と
と
も
に
第

一
回
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
死
後
正
四
位
が
贈

ら
れ
る
な
ど
、
高
い
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た

女
性
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
内
面
は
、華
や
か

な
世
界
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

時
に
は
周
り
の
人
を
楽
し
ま
せ
る
機
知
も
見

ら
れ
た
も
の
の
、
糸
重
の
孤
独
な
魂
や
求
道

者
と
し
て
の
真
面
目
な
姿
勢
は
、
単
な
る
娯

楽
で
は
な
い「
音
楽
の
本
質
」を
見
極
め
よ
う

と
す
る
ケ
ー
ベ
ル
と
共
通
す
る
も
の
が
あ

り
、
響
き
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。他
方
、
社
会
的

な
成
功
と
内
面
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
人
々
が

糸
重
を「
非
現
實
的
で
、こ
の
世
の
者
と
は
思

は
れ
な
い
や
う
な
神
祕
的
存
在
」（
小
花
清

泉
）と
感
じ
た
原
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ケ
ー
ベ
ル
（
一
八
四
八

－一
九
二
三
）
で
あ
っ

た
。講
義
を
受
け
た
夏
目
漱
石
は
、
後
年
、
随

筆
「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
」
で
、「
文
科
大
学
へ
行

つ
て
、
此
所
で
一
番
人
格
の
高
い
教
授
は
誰

だ
と
聞
い
た
ら
、
百
人
の
学
生
が
九
十
人
迄

は
、
数
あ
る
日
本
の
教
授
の
名
を
口
に
す
る

前
に
、
ま
づ
フ
ォ
ン
ケ
ー
ベ
ル
と
答
へ
る
だ

ら
う
」と
書
き
、『
古
寺
巡
礼
』で
知
ら
れ
る
和

辻
哲
郎
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
摂
取
に
つ

い
て
、「
根
を
移
そ
う
と
せ
ず
に
、
た
だ
人
目

を
驚
か
す
よ
う
な
花
だ
け
を
切
り
取
っ
て
来

よ
う
と
す
る
」風
潮
の
中
、
ケ
ー
ベ
ル
は「
花

を
す
て
て
根
を
移
す
こ
と
を
じ
み
に
物
静
か

に
努
力
せ
ら
れ
」、「『
本
物
』に
対
す
る
感
覚

が
先
生
の
周
囲
に
少
し
ず
つ
発
生
し
て
行
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。ケ
ー
ベル
は
、
人
格
の
高

さ
か
ら
多
く
の
知
識
人
に
感
化
を
与
え
た
。

　

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
に
学
ん
だ

ケ
ー
ベ
ル
は
、
乞
わ
れ
て
一
八
九
八
年
よ
り

一
九
〇
九
年
ま
で
東
京
音
楽
学
校
で
音
楽
史

を
講
じ
、橘
糸
重
、幸
田
延
、瀧
廉
太
郎
、神
戸

ル
ッ
ク
作
曲《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》の
上
演
で
は

伴
奏
を
務
め
た
。当
時
の
日
本
で
最
高
の
音

楽
的
教
養
を
備
え
た
ケ
ー
ベ
ル
の
音
楽
観
や

態
度
が
、
ド
イ
ツ
音
楽
崇
拝
と
い
う
土
壌
を

形
作
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

和
辻
が「
先
生
の
感
化
が
ま
っ
す
ぐ
に
、偏

ら
ず
に
現
わ
れ
た
例
」と
す
る
糸
重
は
、『
竹

柏
園
集
』
第
二
編
に
掲
載
さ
れ
た
「
金
曜
日
」

で
、
ケ
ー
ベ
ル
の
範
奏
を
「
只
神
の
御
前
に

て
、
神
の
御
聲
き
く
ら
ん
や
う
」と
書
き
、
自

身
に
つ
い
て
は
「
い
つ
も
の
ご
と
く
拙つ
た

な
く

か
ひ
な
く
、は
た
悲
し
き
し
ら
べ
」と
述
べ
て

い
る
。ケ
ー
ベ
ル
を
崇
拝
し
、
思
慮
深
く
、
控

え
め
な
糸
重
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
ケ
ー

ベ
ル
は
亡
く
な
る
ま
で
日
本
に
と
ど
ま
っ

た
。ケ
ー
ベ
ル
へ
の
敬
慕
の
情
を
持
ち
続
け
、

音
楽
関
係
の
資
料
を
譲
ら
れ
た
糸
重
は
、
関

東
大
震
災
の
際
に
、自
分
の
物
は
持
た
ず
に
、

そ
れ
ら
を
避
難
さ
せ
た
と
い
う
。親
し
く

ケ
ー
ベ
ル
の
世
話
を
し
た
久
保
勉ま
さ
るは

糸
重
に

つ
い
て
、「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
の
や
う
な
人
格
の

本
質
を
理
解
し
、
さ
う
し
て
敬
重
す
る
こ
と

の
出
来
る
婦
人
」と
書
い
て
い
る
。

　

優
れ
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
糸
重
は
、『
新
万

葉
集
』に
二
三
首
が
選
ば
れ
、「
ぬ
ば
玉
の
や

み
夜
の
暗
に
う
づ
も
れ
て
思
ふ
ま
に
ま
に
泣

く
よ
し
も
が
な
」の
よ
う
に
、そ
の
作
品
に
は

孤
独
や
沈
痛
な
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。糸
重
は
、四
〇
数
年
に
わ
た
り
東
京
音
楽

を
襲
ふ
氣
力
を
欠
け
る
は
恨
め
し
」
と
書
か

れ
て
い
る
。曲
の
レ
ヴ
ェ
ル
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
糸
重
の
演
奏
は
強
い
印
象
を
与
え
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
〇
一
年
四
月
一
四
日
の『
読
売
新
聞
』

の「
慈
善
音
樂
會
小
言
」に
は
、
糸
重
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
つ
い
て
、「
去
る
三
十
二
年
の

獨
奏
よ
り
も
能
く
曲
意
を
發
情
せ
ら
れ
た

や
う
で
感
服
し
た
、
瀧
氏
が
留
學
さ
れ
た
か

ら
今

孃
の
獨
舞
臺
と
な
っ
た
」
と
書
か
れ

た
。ち
な
み
に
、『
女
学
雑
誌
』
第
四
八
五
号

（
一
八
九
九
年
）
の
「
瀧
廉
太
郎
氏
と
橘
絲
重

女
史
」で
は
、瀧
が
文
部
省
留
学
生
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
喜
ぶ
一
方
で
、
糸
重
を
推
す
人
が

あ
る
こ
と
を
憂
い
、「
女
性
な
る
も
の
の
凡
て

學
藝
の
極
致
に
達
し
難
き
は
い
ふ
ま
で
も
な

く
、殊
に
音
樂
の
如
き
に
あ
り
て
、そ
の
發
動

に
生
氣
を
欠
く
は
、尤
も
明
な
る
事
實
」と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。過
去
に
幸
田
延
と
妹
の
幸

が
選
ば
れ
た
こ
と
へ
の
反
発
と
、
男
性
の
瀧

へ
の
期
待
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。な
お
糸
重

は
、
一
九
〇
二
年
の
東
京
音
楽
学
校
秋
季
演

奏
会
で
シ
ョ
パ
ン
《
バ
ラ
ー
ド
第
三
番
》
を
、

一
九
一
一
年
五
月
の
第
二
四
回
定
期
演
奏
会

で
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
協
奏
曲
を
演
奏
し
て
い

る
。

　

糸
重
の
師
が
、
一
八
九
三
年
に
東
京
帝
国

大
学
の
哲
学
教
師
と
し
て
来
日
し
た
ド
イ

ツ
系
ロ
シ
ア
人
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・

絢
ら
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
た
。そ
の
音
楽
観
と

は
、ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。ケ
ー
ベ
ル

は
、
音
楽
に
特
有
の
天て
ん
ぴ
ん稟（

才
能
）を
最
も
的

確
に
語
る
の
は
、
主
題
的
製
作
と
モ
テ
ィ
ー

フ
を
開
展
さ
せ
る
手
腕
で
あ
り
、
最
も
豊
富

に
具
え
る
の
が「
三
大
B
」
―
バ
ッ
ハ
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
―
と
位
置
づ
け

る
。サ
ロ
ン
の
寵
児
で
あ
っ
た
シ
ョ
パ
ン
を

シ
ュ
ー
マ
ン
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
リ
ス

ト
と
同
等
以
上
に
置
く
こ
と
が
で
き
ず
、

シ
ョ
パ
ン
で
研
究
の
価
値
が
あ
る
の
は
練
習

曲
、ス
ケ
ル
ツ
ォ
、バ
ラ
ー
ド
と
ノ
ク
タ
ー
ン

二
、三
曲
で
、
そ
れ
ら
が
真
に
美
し
い
の
は
、

普
通
の
聴
者
か
ら
喜
ば
れ
な
い
「
冷
や
や
か

な
」演
奏
に
限
る
と
言
う
。つ
ま
り
、
ケ
ー
ベ

ル
が
価
値
を
置
い
て
い
た
音
楽
は
ド
イ
ツ
音

楽
、
な
か
で
も
絶
対
音
楽
と
い
わ
れ
る
ソ
ナ
タ

や
交
響
曲
、
変
奏
曲
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、

技
巧
を
ひ
け
ら
か
す
よ
う
な
演
奏
を
否
定
し

て
い
た
。

　

芸
術
に
対
し
て
厳
粛
な
ケ
ー
ベ
ル
は
、
や

む
を
得
ぬ
場
合
以
外
は
公
衆
の
前
で
演
奏

し
な
か
っ
た
が
、
当
初
慈
善
演
奏
会
に
は
出

演
し
、落
ち
着
い
た
、

静
か
な
、
気
品
の
高

い
態
度
が
聴
衆
に
強

い
印
象
を
与
え
た
。

ま
た
、
一
九
〇
三
年

の
日
本
人
に
よ
る
初

め
て
の
オ
ペ
ラ
、
グ

　

東
京
音
楽
学
校
は
一
八
九
九（
明
治
三
二
）

年
に
再
独
立
を
果
た
す
。橘
糸
重（
一
八
七
三

－一
九
三
九
）は
、
一
八
九
七
年
の
同
声
会
秋

期
演
奏
会
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
悲
愴
ソ

ナ
タ
》、一
八
九
八
年
の
同
声
会
秋
期
演
奏
会

で
は
ウ
エ
ー
バ
ー
の《
ロ
ン
ド
》や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
六
番
》

を
演
奏
し
た
。『
女
学
雑
誌
』
第
四
七
七
号
に

は
、「
近
來
格
段
の
進
境
を
見
ず
、
可
も
な
く

不
可
も
な
く
、
却
て
後
進
の
た
め
に
押
し
攻

め
ら
る
ゝ
の
傾
あ
る
は
、
悲
む
べ
き
こ
と
な

り
」
と
の
評
が
見
え
る
。《
悲
愴
ソ
ナ
タ
》
は
、

一
八
九
九
年
四
月
の
皇
后
行
啓
演
奏
会
と
第

二
回
定
期
演
奏
会
で
も
演
奏
し
て
お
り
、『
女

学
雑
誌
』第
四
八
八
号
で
は
、「
例
の
如
く
人

橘　糸重
出典：『東京芸術大学百年史

　 演奏会篇』第一巻

ラファエル・フォン・ケーベル
出典：『ケーベル先生とともに』
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O
S

受
領
任
官
を
視
野
に
入
れ
る
で
あ
ろ
う
子
ど
も
へ
の
教
育
の
一
環
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
推
測
す
る
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
。

か
る
記
事
が
あ
る
。
海
外
交
易
と
い
う
仕
事
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に

は
仕
事
を
手
ず
か
ら
教
え
た
り
、
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
を
継
承
さ

せ
る
な
ど
の
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
新
猿

楽
記
』
の
描
く
受
領
の
郎
等
・
四
郎
君
の
記
述
に
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
地
方
官
に
は
赴
任
に
際
し
て
の
作
法
を
は
じ
め
、
在
庁
官

人
ら
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
、
地
方
支
配
の
実
際
に
関
わ
る
知
識
が

必
要
で
あ
っ
た
。
地
方
赴
任
に
伴
う
男
子
の
同
道
は
、
い
ず
れ
は

地
方
に
下
向
す
る
妻
子
た
ち

増
渕 
徹
　
本
学
文
学
部
歴
史
学
科
教
授

注　

角
田
文
衛
「
菅
原
孝
標
の
邸
宅
」『
王
朝
の
映
像
』
一
九
七
〇
年
。
な
お
、

『
日
本
歴
史
』
二
〇
二
一
年
一
月
号
（
通
巻
八
七
二
号
）
に
お
い
て
は＜

旅

す
る
日
本
史＞

と
題
す
る
特
集
が
組
ま
れ
、
永
島
朋
子
「
旅
す
る
女
・
動
く

家
族　

―
憂
き
世
を
生
き
る
―
」
等
の
興
味
深
い
小
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

寛
仁
元
（
一〇
一七
）
年
十
二
月
、
中
宮
妍
子
に
仕
え
て
い
た
典
な
い
し
の
す
け侍
藤

原
麗
子
が
、
子
を
同
道
し
て
道
長
邸
を
訪
れ
た
。
彼
女
の
夫
・
藤
原

惟
貞
は
当
時
尾
張
守
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
前
夫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子

を
伴
っ
て
夫
の
任
地
に
赴
く
旅
立
ち
の
挨
拶
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

摂
関
期
の
記
録
を
み
る
と
、
麗
子
の
よ
う
に
夫
や
父
の
任
地
に
下

る
妻
子
を
幾
人
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
紫
式
部
（
父
の
任
地
越

前
へ
）、
赤
染
衛
門
（
夫
の
任
地
尾
張
へ
）、
和
泉
式
部
（
夫
の
任
地

丹
後
へ
）
は
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
る
し
、
菅
原
孝
標
の
娘
の
『
更

級
日
記
』
は
、
上
総
介
と
し
て
任
地
に
下
っ
た
父
・
継
母
と
と
も
に

過
ご
し
た
十
代
初
め
の
上
総
国
の
暮
ら
し
と
、
父
の
任
期
終
了
に
伴

い
京
へ
戻
る
旅
（
一
〇
二
〇
年
）
の
思
い
出
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

帰
京
し
た
彼
女
は「
三
条
の
宮
の
西
な
る
所
」に
あ
る
邸
宅
に
入
っ

た
が
、
そ
こ
は
か
つ
て
の
三
条
上
皇
の
三
条
院
で
あ
っ
た　︵
注
︶。「
ひ
ろ

び
ろ
と
荒
れ
た
る
所
の
」
と
描
写
し
て
い
る
か
ら
、
三
条
上
皇
の
崩

御
（
一
〇
一
七
）
後
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
深
山

の
よ
う
な
樹
木
の
繁
っ
た
屋
敷
地
に
は
、
折
々
の
風
情
が
あ
り
、
彼

女
は
こ
の
邸
宅
で
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

菅
原
家
は
権
門
で
は
な
く
、
孝
標
も
当
時
従
五
位
下
に
す
ぎ
な

か
っ
た
か
ら
、
三
条
院
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
も
つ
邸
宅
で
の
生
活

を
可
能
に
し
た
の
が
、
上
総
介
時
代
の
致
富
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
孝
標
の
娘
は
こ
の
邸
宅
で
『
源
氏
物
語
』
五
〇
巻
を
昼
夜
も

忘
れ
て
読
み
耽
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
田
舎
よ
り
上
り
た
る
」「
を
ば

な
る
人
」か
ら
櫃
に
入
れ
た
そ
れ
を
贈
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。「
田

舎
よ
り
上
り
た
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
女
性
も
受
領
の
夫
あ
る

い
は
父
の
任
地
に
下
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、『
源
氏
物
語
』
全

巻
を
揃
え
る
の
に
は
相
応
の
代
償
も
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ

の
贈
与
の
背
景
に
も
双
方
の
受
領
の
致
富
が
垣
間
見
え
る
こ
と
に
な

る
。
孝
標
の
娘
の
文
学
少
女
生
活
は
、
彼
女
個
人
だ
け
を
み
れ
ば
微

笑
ま
し
い
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、「
尾
張
国
解
文
」
で
指
弾
さ
れ
た

藤
原
元
命
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て
も
、
父
や
親
族
の
受
領
と
し
て
の

貪
欲
な
私
富
蓄
積
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

受
領
へ
の
補
任
を
め
ぐ
る
猟
官
運
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
孝
標

も
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
に
正
五
位
上
に

昇
叙
さ
れ
る
と
と
も
に
二
度
目
の
受
領
で
あ
る
常
陸
介
に
補
任
さ
れ

た
が
、
そ
れ
は
孝
標
が
万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
年
に
藤
原
実
資
の
娘

千
古
の
家
司
に
補
任
さ
れ
、
実
資
の
家
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ

と
と
無
関
係
で
は
な
い
。『
更
級
日
記
』
に
は
遠
国
に
赴
任
す
る
不

運
を
嘆
き
、
娘
を
同
道
す
る
か
悩
む
父
孝
標
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る

が
、『
小
右
記
』
に
は
赴
任
に
際
し
て
実
資
の
許
を
訪
れ
て
昇
叙
の

礼
を
の
べ
る
孝
標
の
記
事
が
記
さ
れ
る
。

　

妻
子
を
伴
う
赴
任
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
か
は
、
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
任
地
で
妻
が
担
う
特
別
な
役
割
が
あ
っ
た
の

か
も
わ
か
ら
な
い
。
京
に
妻
子
を
残
し
て
の
赴
任
も
多
か
っ
た
こ
と

は
疑
い
な
く
、
孝
標
の
娘
も
夫
橘
俊
通
の
下
野
守
・
信
濃
守
補
任
の

際
に
は
任
国
に
下
向
せ
ず
、
後
者
の
際
の
俊
通
は
息
男
仲
俊
の
み
を

連
れ
て
下
向
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
る
と
任
地
に
妻
を
同

行
さ
せ
る
か
否
か
は
、
当
事
者
た
ち
の
判
断
が
大
き
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
下
向
し
た
任
地
で
の
彼
女
た
ち
の
活
動
が
知

り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

　

一
方
、
子
（
息
男
）
を
連
れ
て
の
赴
任
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
受
領

の
例
で
は
な
い
が
、
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
は
、
の
ち

に
渤
海
使
の
通
事
と
し
て
見
え
る
春
日
宅
成
と
い
う
人
物
が
、
男
子

と
も
に
外
国
船
を
利
用
し
て
唐
で
交
易
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ

て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
社
会
の
発
展
に

と
も
な
い
複
雑
化
・
深
層
化
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

あ
り
か
た
を
見
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
構
成
に

な
っ
て
い
る
点
は
、や
は
り
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　

当
初
刊
行
さ
れ
た
図
録
と
比
較
す
る
と
、
新
書

と
い
う
制
約
か
ら
提
示
さ
れ
る
史
料
点
数
が
半
減

し
た
ぶ
ん
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
読
者
も
い
よ

う
。
し
か
し
、
現
代
人
が
認
識
し
て
き
た
社
会
に

お
け
る
女
性
の
立
ち
位
置
は
如
何
に
し
て
形
成
さ

れ
て
き
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
把
握
す
る

う
え
で
は
十
分
な
内
容
で
あ
ろ
う
。
史
料
も
精
選

と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
し
、
巻
末
の
参
考
文
献

も
道
案
内
に
有
益
で
あ
る
。

　

何
気
な
い
言
葉
や
態
度
の
背
景
に
あ
る
、
自
分

の
無
意
識
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
観
念
の
由
来
を
確

か
め
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。「
新
刊
」
と

い
う
に
は
些
か
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

あ
え
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

第
三
章　

中
世
の
家
と
宗
教

第
四
章　

仕
事
と
く
ら
し
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　
　
　

―
中
世
か
ら
近
世
へ
―

第
五
章　

分
離
か
ら
排
除
へ

近
世
・
近
代
の
政
治
空
間
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
変
容

第
六
章　

性
の
売
買
と
社
会

第
七
章　

仕
事
と
く
ら
し
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　
　
　

―
近
代
か
ら
現
代
へ
―

エ
ピ
ロ
ー
グ　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
超
え
て

　
　
　
　

―
村
木
厚
子
さ
ん
に
聞
く

　

第
四
章
以
降
が
、
一
見
特
定
の
テ
ー
マ
を
扱
っ

　

本
書
は
、
二
〇
二
〇
年
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
示
の
内
容
を
、
あ
ら
た

め
て
一
般
向
け
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
代

か
ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
史
上
の
各
種
の

史
料
を
「
性
差
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
視
覚
か
ら

読
み
解
く
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
が

示
す
社
会
の
断
面
を
意
味
づ
け
よ
う
と
す
る
観
察

が
次
々
に
示
さ
れ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ　

倭
王
卑
弥
呼

第
一
章　

古
代
社
会
の
男
女

第
二
章　

中
世
の
政
治
と
男
女

 

● 

新
刊
紹
介

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
監
修
・「
性
差
の
日
本
史
」展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

『
新
書
版 

性ジ
ェ
ン
ダ
ー差
の
日
本
史
』

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
新
書
　
二
〇
二
一
年
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　サクラ咲き、合格の喜び溢れる季節となりました。
近年の入試出題傾向ではジェンダー平等に関する
時事問題も多く、政治・経済・教育・健康の 4 つ
の指標で測る「ジェンダーギャップ指数」が頻出さ
れています。世界経済フォーラムが毎年発表する
この男女平等格差指数では 2021 年、日本は 156
カ国中 120 位とG7 で最下位、先進国の中で最
低レベルとなっています。とりわけ、政治家や要職
就任の男女比率である「政治」指標は 147 位と
低く、昨年秋に話題となった自民党総裁選でも、
高市氏、野田氏という2 名の女性が自民党史上
初の立候補をするも、日本初の女性リーダー誕生
とはなりませんでした。
　この「政治」指標の低さの原因は 92 位に留まる

「教育」指標からも推し量れます。女子の大学進学
率は上昇傾向にあるものの、難関大や理系への依
然として低い進学率が日本の順位を下げる一因と
なっており、教育に根強く残るジェンダー・バイアスの
解消が、中長期の女性リーダー層の育成、ひいては
政治分野の格差改善へ繋がるとも言われています。
　このジェンダー・バイアスの解消には、進学に対す
る女性の内発的動機づけとともに、土台となるジェン
ダー・フリーな入試の確立そのものが不可欠ですが、
医学部の不自然な女性合格率の低さなど、いまだ
入試差別が指摘されています。一方、報道をきっか
けに都立高校の男女別定員制が廃止に向け検討
が始まるなど、こうした差別是正の動きもあり、今後
はジェンダー平等のさらなる実現が期待されます。

2022年度 女性歴史文化研究所シンポジウム

１万年以上にわたって日本列島で花ひらいた縄文文化。狩猟・漁撈・採集による食料生産を基盤としながら、
長期にわたる定住生活を実現した、世界に例のない生活文化でした。縄文土器は世界最古級の焼き物という
歴史的価値だけではなく、特異な造形美に対する芸術的価値も世界的によく知られています。
今回は、2021年に世界遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する 17の遺跡群のうち、
女性をかたどる中空土偶や、子どもの足形を捺した土板などが出土した道南の遺跡に焦点をあてます。遺跡
から出土する遺物は、当時の女性や子ども、家族のどんな姿を私たちに語ってくれるのでしょう。遺跡と
遺物から、縄文～古代の家族・女性・子どもの世界を広く探っていきたいと思います。
なお、新型コロナウイルス感染症のため中止となった 2020年度シンポジウムと同企画で開催します。

考古遺物からみる先史の女性・子ども・家族

＜受講料＞ 無料　　＜定員＞ 120 名　＊４月18 日（月）より先着順にて受付
＜申込方法＞本学HPの申込フォーム（右記QRコードからアクセス）・E-mail・電話・FAX にて受付。

① 講座名 ② 氏名 （漢字・フリガナ） ③ 郵便番号 ④ 住所 ⑤ 電話番号を添えてお申込みください。
複数名でお申込みの場合は、全員分のお名前をお知らせください。

＜申込・問合せ先＞ 
　京都橘大学 女性歴史文化研究所（学術振興課）

TEL．075-574-4186（直通）　＊受付時間 9：00～17：00（土日祝を除く）
FAX．075-574-4149　 E-mail  aca-ext ＠ tachibana-u.ac.jp

※新型コロナウイルスの感染状況等
によっては中止となる場合があり
ますので、予めご了承ください。

 日　時

2022年6月18日（土）13時00分～16時30分
 会　場

キャンパスプラザ京都 JR「京都駅」中央口より徒歩約 5 分（ビックカメラJR京都駅店前）
 講　師

阿部 千春 （北海道庁 縄文世界遺産推進室 特別研究員 /元函館市縄文文化交流センター館長）

中久保 辰夫（京都橘大学文学部歴史遺産学科准教授）
 司　会・コーディネーター

増渕 徹 （京都橘大学文学部歴史学科教授）


